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：溜まり

卍梁
大スパンを担保

通りからの引きを取り

近隣への作業音をケア

4 枚片流れ屋根
地域景観に配慮
強風への対策
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既存樹木したの木陰ベンチ既存樹木したの木陰ベンチ

作業し易い 4つ角の作業場所作業し易い 4つ角の作業場所

木陰ベンチ木陰ベンチ

道路に向かって勾配

雑木林雑木林

県道
マチ土間

畑
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研修室

駐車場
２５台

出入口

日影のある涼しいテラス日影のある涼しいテラス

既存井戸を利用した水場のあるテラス既存井戸を利用した水場のあるテラス

日当たりの良い暖かいテラス日当たりの良い暖かいテラス

作業場所 4

作業場所 1
作業場所 2

作業場所 3

計画地周辺は、ズレながら連なる通り（= 流れ）と交差
点にあつまる建物（= 溜り）によって出来ています。こ
の「流れと溜り」の構成を継承した美しい大スパン架構
により、脈々と育まれてきた地域の暮らし方に馴染んだ
「技術者育成の場」と「産業・地域活性の場」を提案します。

町の構成を継承する
広域計画

配置計画 兼 平面計画イメージ図　scale=1:400 卍梁と 4 枚片流れ屋根による構成 分節屋根の田中家住宅 敷地横の雑木林黒々とした土 下見板貼りの牛舎

計画地周辺の通りと建物の構成 流れと溜りのある場所 配置計画イメージ図

景観計画イメージ図（南側隣地からみる） 景観計画イメージ図（通りからみる）

建物は敷地北西から少しの引きをとった位置に配置しま
す。近隣に加工作業音が迷惑とならないよう配慮しつつ、
車両の動線・駐車計画を明瞭にしながら、作業の風景や
建物と雑木林の重なりが通りから見えたり、内外に職人
や地域の方の活動の場となる様々な場所を生み出します。

環境を読み解き、活動の場所を生みだす
配置計画

上益城郡の伝統的な民家は、屋根を分節することで強風
から住居を守ってきました。そこで大スパンを担保する
「卍キール梁」と分節し高さを抑えた「4 枚片流れ屋根」
によって地域景観に配慮した計画としつつ、光や風を柔
軟に受け止める安全な場所をつくる事を提案します。

風土に寄り添った強く美しい屋根で守る

職人や地域住民の活動のきっ
かけとなる様々な場所をつく
ります。建物内部は一体空間
でありながらも、４隅に壁量
が多く作業（溜まり）しやす
いスペースを用意します。
外部には夏・冬それぞれで快
適に過ごすことのできるのテ
ラスを用意することで、建物
内外に活動が広がります。

活動しやすい平面計画活動しやすい平面計画

景観・構造計画

上益城郡の風景は、肥沃な大地から生まれる生命力に溢
れる黒土や雑木林・下見板貼りの仕上げが特徴的な要素
です。外装・外構にはこれらを継承しながらも高耐久性・
高耐候性を持った材料を検討し、地域景観に馴染みつつ、
ここにしかないシンボルとなる建物を目指します。

地域の素材を活かしたシンボル
外装・外構計画

地域の核となる、美しく力強い空間を目指す
私たちは、本プロジェクトの設計にあたって、地域の風土を継承すると共に、
様々な人々との対話を通して地場産業と町の未来を考えていく役目があると
考えました。そして、美しく力強い水平天井を持つ架構を提案します。

１_風土に寄り添う
２_架構に寄り添う
３_人々に寄り添う

地域の核となる、美しく力強い空間を目指す
私たちは、本プロジェクトの設計にあたって、地域の風土を継承すると共に、
様々な人々との対話を通して地場産業と町の未来を考えていく役目があると
考えました。そして、美しく力強い水平天井を持つ架構を提案します。

１_風土に寄り添う
２_架構に寄り添う
３_人々に寄り添う

（様式 8）
（ 3 枚中 1 枚目）

※様式 8は、A3横使いとし、最大 3枚以内とします。

美しい自然風景や積み重ねられた風土に寄り添う提案 風土に寄り添う



軒先から
屋根給気

チムニー
から重力換気

置き屋根で
日射熱カット

水上から
屋根排気

隠蔽ダクトスペース
天井懐にダクトを配
置することで、架構
の美しさを維持する

隠蔽ダクトスペース
天井懐にダクトを配
置することで、架構
の美しさを維持する

８Mスパン
下弦材ピッチ
＠1000mm

卍梁

12〜14Mスパン
下弦材ピッチ
＠500mm

隙間の照明・コンセント
ダブルの下弦在の隙間に照明・コン
セントを計画することでレイアウト
変更や機器の入替に柔軟に対応する

隙間の照明・コンセント
ダブルの下弦在の隙間に照明・コン
セントを計画することでレイアウト
変更や機器の入替に柔軟に対応する

断熱カーテン

ハイサイドライト
から日射を取込む

夏季 冬季

4周にめぐる
ハイサイドライト

中央部の卍型
ハイサイドライト

4周にめぐる
ハイサイドライト

軒先から
野地板を照らす
軒先から
野地板を照らす

中央部の卍型
ハイサイドライト

上部から
野地板を照らす
上部から
野地板を照らす
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断面イメージ図　scale=1:150

片流れトラスの詳細イメージ

さまざまな方向から光が差し込む加工場内部。架構の粗密が居場所をつくる。

大スパンの空間を確保しながらも、片流れトラスの下
弦材を利用し、必要最小限の天井高さとすることで、
人の居場所となるスケールの空間をつくります。また、
四周に巡るハイサイドライトを兼ねるトラス梁により、
自由に出入り口の位置を調整可能な計画としています。
架構は近隣にも多くみられる勾配屋根の組み合わせと
することで、人々が親しみやすい外観を生み出します。

家のような居心地をつくる断面計画家のような居心地をつくる断面計画

架構の美しさが保たれる設備配管スペースとコンセント・照明システム

4 枚屋根の架構は天井懐を持ち、下弦材は小断面材を挟
み込んでつくります。天井懐はダクトスペースなどとし
て利用でき、下弦材の隙間には電気や照明設備が自由に
配置可能な柔軟な架構システムです。架構の美しさを保っ
たまま機器更新やレイアウト変更が容易な計画とします。

北側のスペー
スでも直接光
と間接光が入
る明るい空間

北側のスペー
スでも直接光
と間接光が入
る明るい空間

変更・更新が容易な柔軟な架構
工法計画

冬季：断熱カーテンとハイサイドライト夏季：重力換気と置き屋根

半屋外となる加工場の温熱環境を改善します。夏季は卍
型チムニーによる重力換気と置き屋根工法による断熱に
よって暑さを軽減します。冬季は、搬出入口に断熱カー
テンを設置することで暖気流出と寒気侵入を防ぎつつ、4
周のハイサイドライトから日射を効率的に取り込みます。

温熱環境を改善する自然を活かした設備
環境計画

明るい野地板2 種類のハイサイドライト

明るい加工場をつくります。4 周に巡るハイサイドライ
トと中央部の卍型ハイサイドライトにより全般的な明る
さを供給しつつ、北側でも南側採光の取れる計画としま
す。また片流れ屋根の上部／下部から野地板を照らすこ
とで、木造架構がより美しく感じられるよう計画します。

明るい場所をつくる2種のハイサイドライト
採光計画

小断面木材でつくる水平天井ランドスケープによって場所を生み出す

均質な加工場の中にも人々の居場所を生み出す水平天井
ランドスケープを提案します。具体的には、4 枚屋根の
片流れトラスのピッチを、スパンに応じて調整すること
で、架構の見え方や光の落ち方が場所によって変化し、
それらがきっかけとなって人々の居場所をつくります。

場所を生む水平天井ランドスケープ
天井計画

全ての部材は県内流通材でつくります。
【メインとなる十字の平行弦トラス】
上・下弦材：120ｘ300 ダブル　束材：120x120　斜材：120x120
【片流れトラスを受ける平行弦トラス】
上・下弦材：120ｘ300　束材：120x120　斜材：120x120
【片流れトラス】
上弦材：120x150　下弦材：60x120 ダブル※　束材：90x90　斜材：60x60※
振れ止め：45x120 ダブル※　母屋：90x90
【大開口部の平行弦トラス】
上弦材：120ｘ300　下弦材：120ｘ240 ダブル　束材：120x120　斜材：120x120
【3mレベルの梁】120ｘ180　　【5mレベルの梁】120ｘ300　　【柱】120x240
※マーク：県内流通材をワンカットで製材

全ての部材は県内流通材でつくります。
【メインとなる十字の平行弦トラス】
上・下弦材：120ｘ300 ダブル　束材：120x120　斜材：120x120
【片流れトラスを受ける平行弦トラス】
上・下弦材：120ｘ300　束材：120x120　斜材：120x120
【片流れトラス】
上弦材：120x150　下弦材：60x120 ダブル※　束材：90x90　斜材：60x60※
振れ止め：45x120 ダブル※　母屋：90x90
【大開口部の平行弦トラス】
上弦材：120ｘ300　下弦材：120ｘ240 ダブル　束材：120x120　斜材：120x120
【3mレベルの梁】120ｘ180　　【5mレベルの梁】120ｘ300　　【柱】120x240
※マーク：県内流通材をワンカットで製材

（様式 8）
（ 3 枚中 2 枚目）

※様式 8は、A3横使いとし、最大 3枚以内とします。

地域の工務店が施工する新しく美しい木造大スパン空間の提案 架構に寄り添う



子供木工
WS カタログを参考加工場写真

防水立ち上がり

2.5 寸勾配

軒を出して
外壁を保護

防水立ち上がり

既存井戸既存井戸

フレームに間仕切り
カーテンを吊るす

フレームに間仕切り
カーテンを吊るす

2.5 寸勾配

軒を出して
外壁を保護

生き生きとした木々が集まっていた敷地に、地域の人々
が活き活きと活動できる場所をつくります。この施設
が人材育成の実現・地域コミュニティの核となるため
に必要なことは、全ての方が「関わっている」と感じ
ていただくことです。この建築をつくることが、地域
づくりのきっかけとなるプロセスを目指します。

地域に根ざし、みんなで育む場所地域に根ざし、みんなで育む場所

間仕切りフレームとなる水平天井 既存の井戸端にある集会テラス

日頃の交流の場や地域の祭りを行うことで、非常時にも戸
惑いなく利用できる計画とします。非常時には避難所とし
て利用され水平天井架構が間仕切りフレームとなります。
また既存の井戸端には集会テラス兼水場を構えることで誰
もが利用できる日常時 /非常時の拠点をつくります。

日常にも非日常にも利用できる水平天井
防災計画

端材を再利用したテラスづくり WSメンテナンス・耐久性に配慮した計画

メンテナンスしやすく、耐久性、環境負荷低減を実現す
るために、下記の点に特に配慮した計画とします。
・屋根勾配や納まりに留意し、水の侵入や対流を防ぐ。
・軒を十分に出し雨がかりを減らし含浸系塗装により保護。
・端材はテラスや家具等に再利用し、廃棄を極力なくす。

末長く使い続けられるための設計の工夫
耐久性・省エネ計画

職人の姿を見て育つ子供たち 職人の技術を伝える・学ぶ WS 職人との対話を通してつくる

人材育成と地域活性を実現するために、職人の活動と町
をつなぎ、みんなが誇れる加工場を提案します。具体的
には日常的な活動を地域の人々が垣間見れるように計画
します。また定期的に職人の技術を伝え・学ぶためのイ
ベントを開催することで人材育成・地域活性に努めます。

職人と町を繋ぐ、みんなが誇れる加工場
育成・交流計画

見学した木材加工場の様子

私たちは本プロジェクトの設計に祭して、実際に木材加
工場への見学や職人へのヒアリングを行いました。それ
により見えてきた本質的な要求や課題を、丁寧な対話を
通してさらに深掘りし、木材加工場として本当に必要な
性能や空間を提案できるプロセスを目指します。

対話しながらつくる
プロセス計画

職人の休憩や、地域住民の交流の場となる軒先テラス 建物内外に設えられた居場所をきっかけに職人や地域住民が集う「町のシンボル」としての木材加工場。イベント時の使いこなしが人材育成や地域活性のきっかけとなる。

建物内外に活動の場をつくる

（様式 8）
（ 3 枚中 3 枚目）

※様式 8は、A3横使いとし、最大 3枚以内とします。

技術者の育成の場としての活用から地域の活性化までを見据えた施設整備の提案 人々に寄り添う


